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業務改善推進員制度について
趣  旨

《これまでの活動実績》

 ○ 業務改善の推進に向け、多様な観点からのアイデアや意見を取り込み、省全体で取組みを
推進するため、有志職員の参画による「業務改革推進員」を設置 【令和元年度～】

※ 省内職員を対象に推進員の公募を行い、事務次官より発令。
※ 「文部科学省創生実行計画（平成31年3月）」に基づき設置された業務改善実行会議（議長
：事務次官）の下に、局課横断的な業務改善を推進する体制を構築。

各推進員が日頃抱える問題意識等を踏まえ、業務改善上の課題解決策を検討・試行し、
順次、省内に展開。

・業務分担入り座席表(会計課)
・局内若手中心の政策活性化チーム
の編成(総合局)

等、各部局の業務改善活動が推進
※省全体として「業務改善方策

支援制度」のトライアル実施

・国会定期便導入(会計課)
・コールセンター導入(省改室)
・国会業務効率化(総務課)
・資料リメイク試行(省改室)

  等、局課別及び局横断課題
  への改善活動が推進
 ※業務改善アドバイザー

 による活動サポート

【課題】
・マニュアルリンク集
・引継ぎ書作成手引き
・slackチャンネルルール
・仕事と育児ネットワーク

※新たな省内情報システム
(R4.1～)の構築に当たり

 サイ情室と業務改善推進員
 が協働
  ・slackの試験運用等

令和４年度
局横断課題チーム
に一本化
  有志25名が参加

令和５年度

局横断課題チーム
  有志５4名が参加

【課題】
・生成AI活用検討
・次期システム検討
・オフィス改革
・会議運営効率化

令和元年度
全部局から約160名

うち希望者25名が
局横断課題へ参加

令和２年度
全部局から約175名

うち希望者25名が
局横断課題へ参加

令和３年度
全部局から約173名
 うち希望者24名が

局横断課題へ参加
【課題】
・テレワーク推進
・slack＆Box
・業務スクラップ
・多様な職員が働きやすい
職場環境づくり

https://mext.ent.box.com/file/1344435234602
https://mext.ent.box.com/file/1344444799190
https://mext.ent.box.com/file/1344444799190
https://mext.ent.box.com/file/1344443598911
https://mext.ent.box.com/file/1344443598911
https://mext.ent.box.com/file/919327546852
https://mext.ent.box.com/file/901613189181?s=wfg8ifes7jur6mq213g9g80358mwdftl
https://mext.ent.box.com/file/1344433789813
https://mext.ent.box.com/file/1344409564764
https://mext.ent.box.com/file/1344453726266
https://mext.ent.box.com/file/1176893763527?s=59g0vh58ny3pzkb229xij1dszfmkh17h
https://mext.ent.box.com/folder/153243505581?s=1e7hn17jz0akd40w9shbpnofhfebj6g4
https://mext.box.com/s/8nzwcv7dn8z4r73w8ey933oq2tjo1t0g
https://mext.box.com/s/p1yf928oipmbntmrqhzfaperc7wtprfs
https://mext.ent.box.com/file/1344448151646
https://mext.box.com/s/5n8v0q4b0gwzbwyhuekwf7eki1ntz8t5
https://mext.ent.box.com/file/901613214381?s=rw3m4w8o3hdk4ncgjdft8h5jg67rqpnf
https://mext.ent.box.com/folder/232052284618
https://mext.ent.box.com/folder/232054825628
https://mext.ent.box.com/folder/232051607765
https://mext.ent.box.com/folder/232053436524
https://mext.ent.box.com/folder/232053436524


令和４年度 業務改善推進員(R4.10～R5.9)の活動について

  ・Slack・Box等の利活用に係る省内アンケートを実施
  （課題の整理・活用事例を収集）

 ・幹部向け研修会、省内職員向け勉強会の開催補助
（Slack活用実践例）幹部と原課をつなぐチャンネル

 ・業務改善の見える化（効率よく仕事をするためのリンク集作成）

 ・会議室予約の改善の検討

  
・事務連絡送付窓口の一元化管理

秘書をメンション

幹部自らがそのやり取りを直接確認・応答
するることで、局内調整が効率化！

会議の日程が決まった！
会議室の予約しよう！
たしか、省内ポータルから予約
するんだったな・・・

＜文科省でよくある光景＞

Slack/boxの活用普及 業務スクラップ

でも、会議室には余裕がある！
◎審議会等の開催回数【令和４年度】 計715回

  のべ会議室数   特別会議室    729室・日
      通常の会議室  2916室・日

 新たな会議室予約
 方法について検討
※令和５年度も継続して検討中

全部埋まってる・・・
でも、全部終日予約になっているし、
余分に予約している部署もきっとあるはず。
本当に使うのか聞いてみよう。
一つ一つ確認するのは手間だなぁ

 ・先行的なテレワーク取組事例の収集・実践
   Slack等活用による情報共有、オンラインミーティングの活用
    テレワークローテーションの作成等

  ・テレワーク実施時の便利ツールの提案
  【超軽量快適構成】（持ち帰るのはVAIOディスプレイ部のみ：約600ｇ！）
     VAIO (ディスプレイ部のみ)
    マウス、外部モニター、
    HDMIケーブル、
    市販外付けキーボード、
      市販USB電源ケーブル
    市販USBハブ

テレワークの推進

・旧「めくちえ」の再開に向けた検討
※ 「めくちえ」は、旧システム上で、Excelにより職員同士で簡単な疑問・質問に答え合う取組み

・ERGsを含む「人的資本経営」の民間企業の先進的な取組事
例の調査
※  「ERGs (Employee Resource Group)」とは、組織の中で共通の特性を持つ者に
より構成されるグループ。多様性ある職場環境の構築に効果的な方法の一つと言われて
いる。目的やテーマは様々で、自主性が尊重されたり、柔軟性に富んだりするのが特徴。

多様な職員が働きやすい職場環境づくり

原課担当者

@秘書① @秘書② @秘書③

幹部へのアポ入れや会議
参加への意向などを担当
者が書き込み

A局長

局内の幹部、担当課、筆頭課
をつなぐチャンネルを設置

秘書の
リアク
ション

担当課-局幹部-筆頭課

C

A B

B

BD会議

B BC会議 D会議



業務改善推進員の活動成果を踏まえた当面の具体的アクション

○  令和４年度の業務改善推進員の活動成果を踏まえ、組織的に推進すべき業務改善事項を
「当面の具体的アクション」として掲げ、全省的に推進。

○会議室予約システムの改善
先着順により、実際に必要な枠以上に会議室を予約することが可能になっている現行の仕組み

を見直し、令和５年度中に改善策を実現する。

○教育委員会、大学等の連絡先名簿の省内共有
各課の所掌毎に作成されている教育委員会等の連絡先名簿を省内クラウドで共有し、最新の

名簿を必要な各課が活用できるようにすることで、省内及び教育委員会等相手方の負担軽減に資する。

○「業務改善の見える化」の推進
業務を進める上で役立つマニュアルやテクニックをまとめた「効率良く仕事をするためのリンク集」（省内

クラウドに保存中）について、引き続きその内容の充実を図るとともに、省内ポータルサイトから参照できる
よう、掲載場所を移管する。

各局課は、新規採用職員等新たに文部科学省で働く職員に周知する。

○Slack活用の集中推進期間の設定
各局課において、局課長の主導の下で業務にSlackを積極的に活用し、好事例を積み重ねる集中

推進期間（令和６年１月～３月）を設ける。

※業務改善実行会議（令和5年12月25日開催）で決定



令和５年度 業務改善推進員の活動について（R5.11～）

今期の業務改革プロジェクトのテーマと主な活動内容

次期行政情報システムに向けた検討
    政府全体で検討中のデジタル化（GSS移行等）
と現行の文科省システムの接続について、職員の利便
性の向上のための方策の検討

    ＜当面の活動内容＞
      ・現行システムベンダーとの機能拡充検討（Slack・Box）
      ・サイ情室の次期システム構築に向けた個別課題検討に参加

等

オフィス改革
執務室の環境を変えることにより、働き方を変え、

業務効率化につなげるための改革案の検討
      ＜当面の活動内容＞

      ・オフィス家具メーカーや他府省のオフィス見学
         ・具体的な省内オフィス改革のイメージ創り（定例ランチ

ミーティングの実施） 等

会議運営業務の改善
   会議のハイブリッド化によって生じている円滑な会議運
営に係る支障・課題の把握、会議運営の改革案の検討
＜当面の活動内容＞
・オンライン会議運営上の課題の抽出（主に機材セッティング）
・オンライン会議用モデルルームの見学
・会議室予約の改善検討  

等

生成AIの活用
   各局課の実情に即した、生成AIの活用が考えられ
る具体的な業務・課題・実現可能性について検討
＜当面の活動内容＞
・生成AIの活用が見込まれる業務の洗い出し
・生成AIに関する勉強会（初心者、中級者等のレベルごと）
・業務種別に応じた入力プロンプトの研究(翻訳、挨拶文等)  

等

〇 令和４年度業務改善推進員(R4.10～R5.9)の活動により、Slackによる連絡調整の浸透、幹部への報告の迅速化・効率化
、課長等管理職によるテレワークの推進など、業務改善の取組が進展。

〇 今期業務改善推進員の募集に当たっては、これまでの業務改善の流れを一層加速させるため、職員の利便性向上・負担軽減
のためのデジタル化の推進、執務室でのシームレスな働き方の実践、先端技術の業務への活用の可能性という観点から、複数
の業務改革プロジェクトを設定し、職員一人ひとりが業務改善の効果を実感することを目指す。

今期の業務改革プロジェクトの方向性
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